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№.２１　２０１１年１月





№15　2010年1月(1)





｢目から鱗(うろこ)が落ちた｣思いを忘れず、自分を守り、被害者を守り、新たな被害者をつくらない社会をめざす多くの鱗になろう｣という思いを｢高知うろこ(鱗)の会｣の名に込めました。





　平成２２年６月１８日、「改正貸金業法」完全施行。一部のテレビ、新聞マスコミの報道に、「総量規制」で借りられなくなった消費者、主婦が『ヤミ金』に流れる！


また、「利息制限法」による「過払い金」の返還で、資金の乏しい小規模の消費者金融業者が闇金融に衣替えをして跋扈するなど、一部の消費者や世論に不安を与えた時期もあり、『高知うろこの会』、『高知司法書士会』、の開催による「総量規制１１０番」「借りられなくなった人１１０番」と、うたった電話相談を開設し、消費者の皆さんの疑問や、悩み、心配不安に対して相談を受けました。　その後大きな混乱や被害もなく推移していたが、”『武富士』破綻か！“消費者金融の草分けで、消費者金融最大手の『武富士』が平成２２年９月２８日、東京地方裁判所に会社更生手続を申し立て、同年１０月３１日、同手続開始が決定しました。


『武富士』は、常識を逸脱した営業方針で業績を拡大し、サラ金業界に君臨してきました。「高金利」、「過剰融資」、「過酷な取立て」という『サラ金三悪』を具現化したものであり、数々の社会問題をひきおこし、多重債務被害を拡散させてきました。


　武富士の負債額、約４３００億円のうち、過払い債務が約１７００億円（現在明らかになっている過払い金のみの金額）、しかし潜在的には約２兆円、約２００万人の過払い債権者がいると云われている。


　高知県においても、かなりの消費者の方が（過去にも、現在も）利用し、現在多数の消費者の方が過払い金返還請求の訴訟を起こしています。その様な消費者の混乱、心配、不安など疑問に対応する為に、『高知うろこの会』では『高知クレジット・サラ金問題対策協議会（高知クレ・サラ対協）』の弁護士・司法書士の先生方のご協力を得て、平成２２年１０月３日・４日の２日間「緊急！武富士・１１０番」電話相談を開設しました。驚きでした、この２日間で７９件、その翌日にも３３件の電話による相談が寄せられました。結局この１０月の一ヶ月間に電話相談に寄せられた件数は２１６件、また相談者は、１１１人もの方が色々な悩み、問題を抱えて『うろこの会』に相談に来所されました。


　また、同年１１月２０日、『高知クレ・サラ問題対策協議会』と『高知うろこの会』では「どうする？どうなる？～武富士~利用者」武富士対策説明会を、こうち男女共同参画センター・ソーレに於きまして開催し、弁護士の谷脇和仁、津田久敬、両先生による「会社更生法とはどのような法律か？武富士の会社更生法適用により過払金債権はどうなるか。」「武富士に会社更生法が適用されたことによる今後の手続の流れは？」「過払金が発生しているかどうかは、どうしたら分かるか。発生していた場合どうするか。」


「債権届出期間内に債権届けをしなかった場合、過払金債権はどうなるか。」「引き直し計算後も負債が残る場合はどうすればよいか。」等など、こまやかで丁寧な解説と説明に、参加者は熱心に質疑の手を挙げていました。


　その様な状況のなか、とにかく武富士問題で相談に負われた年末を・・・１２月２５日高知市帯屋町グリーン・ロードにおいて、前年に続いて県労連他の団体共催による第２回『くらしあったか村・年越し相談会』が開催されました。各団体から関係役員・構成員の方たちや、応援の弁護士・司法書士・病院・医療関係の専門家の方たちが１１時から１５時まで相談に対応され、また昨年と同様炊き出しや衣類の提供も行われました。


『うろこの会』からも７名の会員・役員が参加をし、『武富士』問題に対する街頭署名活動と、ビラの配布を行いました。内容は「命の過払金を尊重し公正性・透明性のある会社更生手続を！」『武富士』の会社更生に意義あり！と師走の街に呼びかけ、１０５名の方たちからご理解あるご署名をいただき、その足で早速「全国クレ・サラ被連協」に郵送いたしました。全国から４３９２名の方たちから集められたこの署名は１２月２８日、東京地方裁判所に提出されました。


　今回の「武富士」問題で、武富士だけでなく、他の消費者金融からの借入で、完済して何年も経過して、殆んど忘れていた消費者の方たちからの相談が相次ぎました。


　その中には、時効という壁に阻まれ、過払い請求の出来ないお気の毒な方も、その反対に思いがけず過払い金の存在を知り、手続を始めた人、武富士から更正債権届出書を受け取った方の中には、債権額が６２０万円を超える人など『うろこの会』の相談者には５００万円を超える債権者が多数います。この方たちは平成２~３年頃から過払い金が発生していたにも拘わらず、返済しなくても良いお金を、『武富士』から請求されるまま２０年近く今日まで、返済を繰り返していた事実に、消費者や私たちは『武富士』に対して、この悔しい気持ちを怒りに変えて、責任追及をして行かなければなりません。


　本当に大変な年末でした。１０月から１２月までの３ヶ月間に３０３名の相談者の方が『うろこの会』に来所され、電話での相談も３４３件とフル回転の対応でした。


　新しい年も、まだまだ目が離せない消費者金融界、「きな臭い噂」もチラリ、私たち『うろこの会』相談員はじめ全員でシフトを固め、諸問題に対応したいと思っています。


　『高知うろこの会』会員の皆さんにおきましてもご理解、ご協力、ご支援をお願い申しあげます、また賛助会員の皆様、各関係関連諸団体の皆様方におかれましても、今後とも変わらぬご支援、ご指導を賜りますようお願い申しあげます。


　申し遅れましが、１１月２７日・２８日『第３０回・全国クレサラ・ヤミ金被害者交流集会in岐阜』に『高知うろこの会』から６名参加し、色々と研修してまいりました。


　今回の参加にあたり、皆様からの温かいカンパに、参加者一同心より感謝し御礼を申しあげます。この体験を糧に今後の相談活動に生かしてまいります。


事務局長　　岡田　悟














全国集会に参加して…①


第３０回「全国クレ・サラ被害者交流集会in岐阜」に参加させて頂きました。


今回の開催地は、岐阜県の鵜飼でも有名な長良川のほとりに佇む、長良川国際会議場に、全国の「被害者の会」会員の皆さん、弁護士、司法書士、各関係諸団体の方がた約一五〇〇名の参加で開催されました。


開会にあたり、日弁連の宇都宮健児会長の記念公演「生きがい、希望をもてる社会へ～貧困、自殺、多重債務問題とわが弁護士人生』と題して公演をされました。


　「三十数年前に、サラ金の厳しい取立てを受けた相談者から相談を受ける中で、人の命にかかわる人権問題と、東京弁護士会に相談窓口を開設した・・・何度も事務所を変わりながら・・・」


今日の「被害者の会」があるのも、当時のご苦労と奮闘のおかげと、本当に感動いたしました。


二回目の参加でしたが、前回同様、貴重な体験をさせて頂き、また、勉強もさせて頂きました。


前回は、相談経験も浅く勉強だと思い参加しましたが、今回は、幡多地区で数名ですが相談経験をもって参加させて頂いたので、前年とはまた違う目線でお話を聞く事ができましたし、今年も大変勉強にもなりました。


ただ、十数年前から、自殺者数が三万人超えている、昨年は三万二〇〇〇人、ショックでした。東京市民マラソン参加者数と同じ位の数で、ある通りをその三万人の参加者が通り終わるのに約二十分はかかってしまうという事、こんなに多くの人が自死されている、映像で見るとかなりの衝撃でした。


見えない蟻地獄の穴に落ちてしまい、穴を抜け出そうと這い上がった人、抜け出せずに落ちてしまった人、話を聞いてショックでしたし、考えさせられる事です。


貧困・多重債務・派遣労働・自殺が一連として繋がってしまう今の世の中はどうなっているのだろうかと、不安になる事ばかりですが、一人でも多くの方の相談を聞き、体験をし、一人でも多くの方のお力になれるよう相談員として今後に活かしていきたいと思います。


『高知うろこの会』


幡多地区担当相談員


西川　ゆか





　全国集会に参加して…②


「全国集会があるのだけれど君も行ってみないかい？」


「え？」


事務局長から突然のお誘いでした。


１０月からうろこの会でお手伝いをさせていただく事になったばかりで、まだ何も分かっていない状態の私が全国集会に参加してメリットがあるのかどうか疑問を持ったのですが


「大丈夫。勉強になるよ。」


事務局長のあっさりとした、そしてはっきりとした返事に参加を決めてしまいました。


そして、１１月下旬。武富士に絡んでドタバタした日々が過ぎ、あっという間にその日はやってきました。


まずは、一六〇〇人規模という人の多さに驚かされました。これだけ多くの人が多重債務問題に関連して全国で活動しているのだと。（当然、当日来られない方も大勢いらっしゃる訳ですから）また、この会議が内閣府や総務省を初めとする多くの省庁や公的な機関やマスコミにまで後援を受け行われていること…つまり、どれだけ賛同していただいているかを肌で感じます。


そしてそこで討議される分野の多い事！多重債務にとどまらず自死、貧困、ホームレス、生活保護等々の広い分野を多くの学者、弁護士、司法書士、被害者の会、行政関係者、一般市民が真剣に話し合っています。


私が全ての話を吸収する事は無理でしたが、貴重な体験をする場を与えていただき、今の私が出来る範囲でのお手伝いに関して良い刺激を受ける事が出来たと感じております。この刺激を忘れぬ様に更に会の活動に役立てていこうと思います。


『高知うろこの会』


相談員　有田　義郎








消費者金融『武富士』破綻！被害者多数！





頌　　春





謹んで新春の


お祝詞を申しあげます。








　２０１１年、年頭にあたり『高知うろこの会』の相談活動に御支援、御指導をいただきました会員、賛助会員をはじめ関係各団体、諸氏の皆様方に深く感謝し御礼を申し上げます。


本年もきびしい社会情勢と低迷する経済状況の中で、相談内容も多様化して来る事と思われます。


『高知うろこの会』におきましても、多重債務問題の潜在的被害者の掘り起こしと生活困窮者の自立支援を活動の中心に据え、また新たな諸問題に取り組むべく、各関係団体のご支援を得て連携して活動してまいりたいと思っています。


今後とも変わらぬ御支援と御指導、御協力をお願い申し上げます。








２０１１年１月





会長　宮本　政夫


　　　役員　一同
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毎週（火）午前10時～午後4時


（木）午前10時～午後8時


（土）午前10時～午後4時


電話 088‐822-2539  FAX 088‐855-4639


メールアドレス uroko@galaxy.ocn.ne.jp


必ず予約の上、御参加ください。電話相談もお気軽に。

















正会員年会費：２０００円


サポーター会費：５００円(月１口)


四国銀行高知市役所支店


口座番号：普通０３５４９０１


名義人：高知うろこの会


電話：０８８－８２２－２５３９





バザー出品物募集


１月２９日(土)の〝ソーレまつり〟のバザーに、財政づくりのため出店します。


衣料品や贈答品など不要品を寄付してください。事務所までお持ちください。


準備の都合上、１月２５日までにお持ちください。


バザー会場は高知市旭町３丁目のソーレ１Ｆです。ぜひ、手伝い、遊びに来てください。
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